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第40回 大多喜お城まつり

　

9
月
28
日
（
日
曜
日
）
、
大
多
喜
小
学
校
を
メ
イ
ン

会
場
に
第
40
回
大
多
喜
お
城
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
戦
国
時
代
を
彷
彿
さ
せ
る
こ
の
お
祭
り
は
、
昭
和

50
年
の
大
多
喜
城
（
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
大
多
喜
城

分
館
）
再
建
を
記
念
し
、
当
時
を
し
の
ん
で
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

メ
イ
ン
と
な
る
武
者
行
列
で
は
、
大
多
喜
城
を
出
発

し
た
本
多
忠
勝
公
一
行
が
、
甲
冑
姿
の
武
者
隊
、
華
や

か
な
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た
姫
様
隊
や
、
町
内
小
学
校

児
童
に
よ
る
少
年
少
女
武
者
の
ほ
か
、
大
多
喜
、
館

山
、
久
留
里
、
北
条
（
神
奈
川
県
小
田
原
市
）
の
手
づ

く
り
甲
冑
隊
な
ど
と
共
に
大
多
喜
小
学
校
に
集
ま
り
、

出
陣
の
儀
式
を
行
っ
た
あ
と
街
中
に
繰
り
出
し
ま
し

た
。

　

お
祭
り
広
場
で
は
、
保
育
園
児
に
よ
る
遊
戯
、
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
小
泉
和
弘
さ
ん
に
よ
る
歌
の

披
露
、
大
多
喜
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
と
、
大
多
喜

高
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
、
ま
ち
づ
く
り
提
言
事
業

採
択
団
体
の
大
多
喜
か
ぐ
や
蓮
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
演

舞
や
、
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
娘
に
よ
る
歌
と
踊
り
の
披
露
、
ｂａ

ｙ
ｆ
ｍ 

Ｄ
Ｊ 

小
島
嵩
弘
氏
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
誘
致
実
行
委
員
会
か
ら
の
Ｐ

Ｒ
と
胡
蝶
会
に
よ
る
演
舞
、
荒
川
区
天
王
太
鼓
演
技
な

ど
多
く
の
催
し
物
が
行
わ
れ
、
観
客
の
方
々
と
一
体
と

な
っ
て
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
大
多
喜
城
分
館
で
は
お
茶
会
が
開
か

れ
、
和
琴
や
、
茂
原
市
中
の
島
太
鼓
の
演
奏
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
千
葉
銀
行
駐
車
場
で
は
町
内
、
横
山
熊
野
神

社
お
囃
子
会
に
よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
、
日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

前
夜
祭
で
は
、
ロ
ウ
ソ
ク
カ
ッ
プ
の
ほ
の
か
な
灯
り

で
幻
想
的
と
な
っ
た
城
下
の
街
道
で
、
「
ち
ば
越
中
お

わ
ら
節
」
や
「
大
多
喜
城
賛
歌
」
の
踊
り
、
大
正
琴
の

演
奏
や
和
太
鼓
「
陣
」
の
太
鼓
が
披
露
さ
れ
、
訪
れ
た

た
く
さ
ん
の
方
々
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

▲大多喜城で記念撮影する武者たち ▲出陣式の様子

お祭り広場で開催された「音の祭典」

「おおたきかぐや蓮」による
躍動的なよさこい

いすみ鉄道公認アイドル
ＢＯＳＯ娘 会場全体に鳴り響く荒川区天王太鼓

bayfm DJ 小島嵩弘氏に
よるステージイベント

大
多
喜
お
城
ま
つ
り
実
行
委
員
会
よ
り
お
礼

　

「
第
40
回
大
多
喜
お
城
ま
つ
り
」
の
開
催
に
際
し
ま
し
て
、
町
内
の

皆
さ
ま
に
は
多
大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

お
城
ま
つ
り
が
役
場
主
体
か
ら
民
間
主
体
と
な
っ
て
最
初
の
年
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
色
々
と
不
備
な
点
も
あ
っ
た
と
存
じ
ま
す
が
、
ご
協

力
い
た
だ
い
た
方
、
お
祭
り
に
参
加
・
来
場
さ
れ
た
皆
様
に
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

東京都荒川区と
大多喜町は友好
交流都市です。
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前夜祭

日本語とスペイン語で「万歳」をしました

砲術隊

駐日メキシコ合衆国大使館
　　　　　臨時代理大使祝辞

お囃子を楽しむ外国の方々

姫様行列

手作り甲冑隊
町内小学校児童による少年少女武者

戦国の勇壮な武者行列を再現

本多忠朝

本多忠勝

ドン・ロドリコ

　　いざ
　出陣
じゃー!!

大多喜城

▲和琴演奏

神輿の渡御

▲城下を照らし出す光アート▲大多喜城賛歌 城下町が大変賑わいました

エイエイオー！

Great！

（3） 平成26年10月24日広報 おおたき  No.554



平成25年度　町の決算のお知らせ
　平成25年度一般会計及び特別会計4会計の決算概要をお知らせします。

一般会計

（★印は自主財源）

地 方 交 付 税 17億1,380万3千円（34.4%） 民 生 費 12億2,696万6千円（26.2%）

★ 町 税 11億3,562万6千円（22.8%） 総 務 費 7億9,163万9千円（16.9%）

国 県 支 出 金 7億4,205万円（14.9%） 衛 生 費 4億9,275万7千円（10.5%）

町 債 3億4,240万円（ 6.9%） 公 債 費 4億8,345万4千円（10.3%）

★ 繰 越 金 3億4,007万3千円（ 6.8%） 教 育 費 4億7,286万3千円（10.1%）

各 種 交 付 金
譲 与 税 等 3億2,473万3千円（ 6.5%） 土 木 費 3億9,182万4千円（ 8.4%）

★
分 担 金 及 び
負 担 金 1億6,099万9千円（ 3.2%） 農 林 水 産 業 費 3億2,726万2千円（ 7.0%）

★
そ の 他
（寄附金、諸収入、
   財産収入）

1億90万8千円（ 2.0%） 消 防 費 2億8,584万2千円（ 6.1%）

★
使 用 料 及 び
手 数 料 9,130万9千円（ 1.8%） 商 工 費 1億1,308万3千円（ 2.4%）

★ 繰 入 金 3,405万3千円（ 0.7%） そ の 他
（議会費、災害復旧費）

1億297万4千円（ 2.2%）

・障害者福祉事業
・町道改良事業
・児童手当支給事業
・観光振興事業
・町営住宅管理事業
・高齢者在宅生活支援事業
・有害鳥獣駆除対策事業
・定住化対策住宅助成事業
・がん検診事業

1億7,615万4千円
1億7,383万8千円
1億1,649万3千円

2,525万9千円
1,850万7千円
1,699万4千円
1,599万8千円
1,517万7千円
1,332万6千円

49億8,595万4千円
（前年度比0.5％減）

46億8,866万4千円
（前年度比0.3％増）

歳入 歳出

歳入の内訳 このような事業に使われました
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鉄道経営対策事業基金 国民健康保険 後期高齢者医療 介護保険

歳　入 4,313万2千円 14億9,754万7千円 1億728万7千円 10億8,056万3千円

歳　出 4,313万2千円 13億8,228万8千円 1億724万8千円 10億2,764万8千円

町の比率 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 ― 15% 20%

連 結 実 質 赤 字 比 率 ― 20% 30%

実 質 公 債 費 比 率 7.5% 25% 35%

将 来 負 担 比 率 70.2% 350%

土　　　　地 2,338,132㎡

建　　　　物 61,206㎡

出資金・基金 30億2,835万9千円

問合せ　企画財政課　財政係
　　　　☎82―2112

特別会計４会計の決算は次のとおりです。

土地・建物などの財産の状況は次のとおりです。

土地…学校用地、庁舎用地、各町有施設用地、町有林等
建物…小中学校、庁舎、町営住宅、各町有施設等
基金…財政調整基金や各目的基金

財政健全化に関する指標

上記４指標とも早期健全化基準以下となり、健全段階にあります。

平成25年度企業会計決算のお知らせ
特別養護老人ホーム事業会計決算の認定 水道事業会計決算の認定
○収益的収支 ○収益的収支

収　入 2億9,384万円

支　出 2億8,240万3千円

差　引 1,143万7千円

収　入 4億6,435万4千円

支　出 4億6,043万2千円

差　引 392万2千円

○資本的収支 ○資本的収支

収　入 101万円

支　出 511万6千円

差　引 △410万6千円

収　入 1,383万3千円

支　出 1億4,643万9千円

差　引 △1億3,260万6千円

（損益勘定留保資金で補填） （損益勘定留保資金、減債積立金で補填）

経営健全化に関する指標 経営健全化に関する指標
○資金不足比率 ○資金不足比率

特別養護老人ホーム事業の数値 基　準

―％（0％未満） 20%

水道事業の数値 基　準

―％（0％未満） 20%

※資金不足比率が基準以上の場合、経営健全化団体
　となります。

※資金不足比率が基準以上の場合、経営健全化団体
　となります。
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感
謝
状

・
田
嶋　

隆
威

・
田
村　

哲
子

・
蓑
輪　

豊
子

・
下
野　

美
枝

・
滝
田　

正
三
郎

・
齋
藤　

光
一
郎

・
齋
藤　

幸
子

・
千
葉
夷
隅
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
・
学
校
法
人
盛
本
学
園

・
関
東
天
然
瓦
斯
開
発
株

式
会
社

・
株
式
会
社
ハ
マ
イ

大
多
喜
町
合
併
60
周
年
記
念
式
典

町
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
27
人
と
5
団
体
が
表
彰
さ
れ
る

　

9
月
27
日
（
土
曜
日
）
に
、
中
央
公
民
館
で
大
多
喜
町
合
併
60
周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
元
大
多
喜
町
長
の
宍
倉
一
輔
氏
が
名
誉
町
民
に
推
戴
さ
れ
た
ほ
か
、
町
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た

方
々
に
感
謝
状
や
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
髙
橋
渡
副
知
事
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の
ご
来
賓
の
方
々
を
お
迎
え
し
、
町
民
の
方
々

な
ど
約
３
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
飯
島
町
長
は
、
「
町
の
発
展
は
、
先
人
の
方
々
の
努
力
の
賜

物
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
歴
史
と
文
化
、
豊
か
な
自
然
を
活
用
し
た
町
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
60
年
目
の
節
目
に
、
大
多
喜
ら
し
さ
に
あ
ふ
れ
た
町
づ

く
り
へ
の
誓
い
を
し
ま
し
た
。

　

昭
和
42
年
か
ら
11
年
あ
ま

り
に
わ
た
り
町
議
会
議
員

を
、
昭
和
53
年
か
ら
平
成
6

年
ま
で
16
年
間
に
わ
た
り
町

長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
長
在
任
中
は
、
基
幹
産

業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
農
業
の

近
代
化
と
効
率
化
の
た
め
、

ほ
場
の
区
画
整
理
や
暗あ
ん
き
ょ渠

排

水
を
推
進
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
近
隣
住
民
の
念
願
で

あ
っ
た
国
道
２
９
７
号
バ
イ

パ
ス
の
早
期
完
成
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

自
治
功
労
表
彰

・
君
塚　

善
利

・
君
塚　

義
榮

・
小
倉　

明
徳

・
中
嶋　

長
栄

・
齋
藤　

守

・
井
上　

昌
平

・
酒
井　

太
門

消
防
防
災
功
労
表
彰

・
加
藤　

曻

・
髙
梨　

喜
一
郎

・
森　

美
佐
夫

統
計
功
労
表
彰

・
清
水　

秋
廣

表彰された方々（敬称略・順不同）

商
工
観
光
功
労
表
彰

・
君
塚　

達
雄

・
加
曽
利　

昭
三

・
大
多
喜
町
城
下
町
案
内

人
の
会

保
健
福
祉
功
労
表
彰

・
清
水　

智

・
君
塚　

啓
一

教
育
功
労
表
彰

・
鈴
木　

勝
好

・
佐
藤　

慎
一

・
水
野　

裕
彦

・
川
俣　

達
男

・
小
髙　

達
朗

三
人
目
の
名
誉
町
民

元
町
長

　宍
倉

　一
輔

　氏

▲あいさつする飯島町長

▲受賞者を代表して謝辞を述べる
　君塚善利さん

▲式典会場の様子
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　切手の発行日9月24日（水曜日）に、「城と
渓谷の大多喜町　合併60周年記念オリジナ
ルフレーム切手」の贈呈式が行われ、日本
郵便(株)千葉県東南部地区連絡会　山田郵
便局　長谷川会長から、飯島町長に切手が
贈呈されました。

　東京の国立競技場が、2020年の東京オリンピック開催にともない、解体されて新しく生まれ変わることになりまし
た。解体時に、不要となる設備・備品などについて、日本スポーツ振興センターから無償譲渡の公募がありました。
　町では、多くのトップアスリートを輩出した競技場の備品の一部を町の施設に設置し、海洋センターを利用する
方々や、スポーツを楽しむ子どもたちに歴史を感じてもらいたいと考え、応募しました。
　備品を譲り受けるにあたっては、町体育協会や町観光協会、役場各所、同野球部などに協力いただき、観客席は、
劣化した野球場の選手ベンチに設置し、プラスチック製のテーブルと椅子は、プールとテニスコートに設置しまし
た。プラスチック製の柵については、8月31日に行われたラジオ体操の際に使用し、今後もマラソン大会や各種イベ
ントで使用する予定です。
　海洋センターをご利用の際は、ぜひ、国立競技場の雰囲気を思い描き、聖地国立の気分を味わってみてください。

おらが町に国立競技場の備品がきた～！！

○問合せ　海洋センター　☎82―2462

テニスコートのプラ製テーブルセット 野球場の選手ベンチ

壁には、解体前
の国立競技場の
写真が飾ってあ
ります。

合併60周年記念
　　　　オリジナルフレーム切手贈呈式

▲切手デザイン

　9月18日（木曜日）に、大多喜中学校生徒会により毎年
行われている清掃活動「城下町クリーン作戦」が行われま
した。
　清掃場所は学年ごとに分担され、1年生はいすみ鉄道の
城見ヶ丘駅から総元駅までの各駅舎掃除や花壇の手入れ、
2年生は大多喜駅前からメキシコ通りまでの枯葉等の清
掃、3年生は大多喜中学校のグラウンドから外廻橋までを
夷隅川に入って川底清掃を実施しました。
　当日集められたごみは470㎏で、夷隅川の川底に食器や
廃タイヤが多く捨てられていましたが、生徒が一生懸命ゴ
ミを運び上げた後の川は、本来の姿を取り戻したように見
えました。
　大多喜中学校の生徒の皆さんありがとうございました。

～城下町クリーン作戦～

き
れ
い
に

な
り
ま
し
た
!!

壁には、解体前
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　9月19日（金曜日）、小田代地先の水田で、みつば保育園とつぐみの森保育園の園児たち60人
による「稲刈り」が行われました。5月に「田植え」、7月に「田の見回り」を行い、大切に育て
てきた稲を、初めて使う鎌でおそるおそる刈り取りました。
　園児たちは、慣れてくると楽しそうに「たくさん刈れたよ」「面白かった」と笑顔で話してい
ました。
　10月中旬に行う収穫祭では、この日に収穫したお米でおにぎりを作る予定です。

おいしいおコメになってねvo l .③
―園児たちによる稲刈り―

▲初めて鎌を使いました ▲おだ掛けも体験しました

○日　時
○催し物　
（予定）
○会　場

○問合せ

11月3日（月曜日）　午前9時から午後2時まで（雨天中止）
新鮮な農産物の販売、有害獣被害対策用品の紹介、
大鍋汁の販売、苗木の配布等
道の駅「たけゆらの里おおたき」
※大多喜駅～中央公民館～たけゆらの里を結ぶ無料シャトルバスを運行いたしますのでご
　利用下さい。
（都合により時間が変更になる場合があります。）

○日　　時　11月9日（日曜日）午前9時から（予定）　　
○会　　場　西小学校グラウンド
○訓練内容　安否確認訓練、避難訓練、救急講習、炊き出し訓練等
　この訓練は、地域住民が中心となって、防災関係機関の協力のもとで行います。
　災害は「いつ」「どこで」発生するかわかりません。あわてず行動できるようぜひ、
　訓練への参加をお願いします。
○問 合 せ　総務課　消防防災係　☎82-2111

大多喜町産業まつり実行委員会（役場産業振興課内） ☎82‐2176

大多喜町産業まつり「‘14 産業フェアーｉｎおおたき」開催のお知らせ

防災訓練に参加しませんか

大多喜駅 中央公民館 たけゆらの里 大多喜駅 中央公民館 たけゆらの里
発 着 発 着 発 着 発 着 発 着

第１便 9:30 9:40 9:50 10:00
第２便 10:50 11:00 11:20 11:30 11:40 11:50
第３便 12:20 12:30 12:40 12:50 13:00 13:10
第４便 13:50 14:00 14:10 14:20 14:30 14:40
第５便 14:50 15:00 15:10 15:20
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　老人の日の記念事業として、毎年、満百歳を迎えられる方には、内閣総理大臣から祝状と記
念品(銀杯)が贈呈されます。大多喜町では今年4名の方々が、このお祝いを迎えられました。
　9月29日（月曜日）に、夷隅健康福祉センター次長から祝状と記念品が、また飯島町長か
らは祝金と祝品が贈られ、長寿のお祝いをしました。

　大多喜町特別養護老人ホームでは、9月15日（月曜日）に敬老会を開催し、入所されている方のご家族
を招待し、職員とともに入所者のご長寿をお祝いしました。
　敬老会では、ボランティアで参加いただいた大多喜高校の生徒さんによるマンドリン・ギター演奏と、
Mr.カズ氏によるマジックショーが行われました。
　マンドリン・ギター演奏では「ふるさと」や「青い山脈」などが演奏され、会場で聴いているみなさん
も一緒に口ずさんでいました。
　また、マジックショーでは、華麗な手さばきでハトや花をだす演出に入所されている方は、大変喜ばれ
ていました。
　最後に、入所者６名の演奏のもと「北国の春」を参加者全員で歌い、楽しいひと時を過ごされました。

満100歳のお祝い

敬老会でご長寿のお祝い
－特別養護老人ホーム－

▲宮原　安代子さん　

▲大多喜高校マンドリン・ギター部 ▲マジックショーの様子

▲常泉　清さん

▲竹下　ノブノさん

▲粟田　ひでさん
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ふるさと納税商品券の取扱事業者の募集

　国道465号と交差する県道小田代勝浦線の、老川十字路から面白地先にかけての面白バイパス全線を
11月13日（木曜日）午前11時から供用開始します。
　小田代老川十字路から面白にかけての道路改良工事が完了し、約470ｍ区間が開通することになりま
した。
　地域の皆さまを含め、たくさんの方々のご協力をありがとうございました。

<老川十字路から粟又の滝方面を望む>
○問合せ　夷隅土木事務所 大多喜出張所
　　　　　☎82−2614

　町では、ふるさと納税の推進と、町特産品などの販売促進や地域振興を図るため、12月1日
（月曜日）以降に大多喜町へふるさと納税された方の希望に応じ、町の特産品や商品券をお贈り
します。
　ふるさと納税商品券を町内の多くの店舗、事業所などで利用できるように、取扱事業者を募集
します。多くの皆様のご応募をお待ちしています。
１.応募資格　町内に店舗または事業所があり、現に事業を営む者
２.取扱要項　

⑴ 商品券の持参者に券面記載の金額に相当する物品の販売、サービスの提供などを行うこ
とができます。ただし、現金への引換え、釣銭の支払い、換金性の高い物の販売はで
きません。

⑵ 商品券の換金方法は、請求書に商品券を添え、町に提出後、指定された預金口座へ振り
込みます。

３.応募方法　役場企画財政課と各出張所に「商品券取扱事業者登録申込書」がありますの   
　　　　　　で、必要事項を記入し、提出してください。
　　　　　　※ 申込書は、町ホームページからダウンロードできます。
４.申込み・問合せ先　企画財政課　政策戦略室　☎82-2112

箇所図

供用開始位置

面白バイパス11月13日から供用開始
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　10
月
1
日
付
け
で
、
唐
鎌

　良
枝
さ
ん
（
三
又
）
が
人

権
擁
護
委
員
と
し
て
法
務
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
3
年
で
す
。

　人
権
擁
護
委
員
の
仕
事

は
、
人
々
の
間
に
正
し
い
人

権
の
考
え
方
を
広
め
、
人
権

尊
重
思
想
の
普
及
啓
発
に
努

め
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
い

じ
め
、
親
子
・
夫
婦
・
扶

養
・
相
続
な
ど
の
家
庭
問

題
、
借
地
・
借
家
・
名
誉
・

信
用
・
差
別
・
い
や
が
ら
せ

な
ど
、
人
権
上
の
問
題
や
悩

み
ご
と
な
ど
の
相
談
を
受

け
、
救
済
す
る
こ
と
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　人
権
相
談
は
、
毎
月
1
回

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
て
い
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
の
問
合
せ

　大
多
喜
町

社
会
福
祉
協
議
会

　☎
82

−

4
9
6
9

人
権
擁
護
委
員
に

唐
鎌  

良
枝
さ
ん

　町では、老川・西畑・総元・大多喜・上瀑地区に建立された戦没者慰霊碑の巡拝を挙行しています。
これは年々高齢化するご遺族のために、遠路ご足労いただくことなく戦没者の追悼と恒久平和を祈念す
るため、大多喜町遺族会のご協力のもと実施しています。
　今年度も下記のとおり慰霊巡拝を挙行しますので、戦没者ご遺族の皆さまのご参加をお願いします。

大多喜町戦没者慰霊巡拝のお知らせ

開 催 日　11月14日（金曜日）雨天決行
開催日程

※当日は紺系統の平服で、白いワイシャツまたは白い襟付きのシャツ（ブラウス）、男性は黒ネクタイ
着用でご参加ください。
問合せ　健康福祉課　社会福祉係　☎82-2168

　

「
千
葉
県
最
低
賃
金
」
が
、
10
月
1

日
か
ら
時
間
額
７
９
８
円
（
従
来
の
７

７
７
円
か
ら
21
円
引
上
げ
）
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ　

千
葉
労
働
局
労
働
基
準
部

賃
金
室 

☎
０
４
３

−

２
２
１

−

２
３

２
８

　

茂
原
労
働
基
準
監
督
署　

　

☎
０
４
７
５

−

22

−

４
５
５
１

　

11
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
第
5

期
の
納
付
月
で
す
。
12
月
1
日
（
月

曜
日
）
期
限
内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
申
込
手
続
は
、
ご
希
望
の

町
内
金
融
機
関
、
郵
便
局
の
窓
口
で
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
納
付
書
に
よ

り
納
付
さ
れ
る
方
は
、
役
場
、
金
融
機

関
、
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
の
納
税
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
納
税
が
困
難
な
方
は
、
開
庁
日
の
午

前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ　

税
務
住
民
課　

収
納
対
策

係　

☎
82

−

２
１
２
２

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
が
平
成
27
年

4
月
1
日
か
ら
改
正
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

主
な
改
正
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

・
正
社
員
と
差
別
的
取
扱
い
が
禁
止
さ

れ
る
パ
ー
ト
労
働
者
の
対
象
範
囲
の

拡
大

・
「
短
時
間
労
働
者
の
待
遇
の
原
則
」

の
新
設

・
雇
い
入
れ
時
の
事
業
主
に
よ
る
説
明

義
務
の
新
設

・
雇
い
入
れ
時
の
文
書
交
付
に
よ
り
明

示
す
べ
き
事
項
に
「
相
談
窓
口
」
を

追
加　

な
ど

○
問
合
せ　

千
葉
労
働
局　

雇
用
均
等

法
室　

　

☎
０
４
３

−

２
２
１

−

２
３
０
７

　

千
葉
県
は
、
自
動
車
税
の
未
納
額
の

縮
減
の
た
め
、
11
月
か
ら
3
月
ま
で
を

滞
納
整
理
強
化
期
間
と
し
、
給
与
・
預

金
・
自
動
車
な
ど
の
差
押
え
を
一
層
強

化
し
ま
す
。

　

自
動
車
税
が
未
納
の
場
合
は
、
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
問
合
せ　

茂
原
県
税
事
務
所
大
多
喜
支

所
☎
82

−

２
２
１
４

　

千
葉
県
茂
原
県
税
事
務
所　

　

☎
０
４
７
５

−

22

−

１
７
２
１

千
葉
県
最
低
賃
金
が

21
円
引
上
げ

税
金
は
納
期
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
の

改
定
に
つ
い
て

自
動
車
税
の

滞
納
処
分
を
強
化

～
滞
納
は
見
逃
し
ま
せ
ん
！
～

　　老川地区慰霊碑参拝　―　西畑地区慰霊碑参拝　―　総元地区慰霊碑参拝
　（旧老川小学校校庭下）　　　（西小学校校庭脇）　　（部田徳性寺境内）
　　　　9:20～9:40　　　　　　　　9:50～10:10　　　　　10:20～10:40

　　大多喜地区慰霊碑参拝　―　上瀑地区慰霊碑参拝
　　　（夷隅神社境内）　　　　　（大宮神社下）
　　　　10:50～11:10　　　　　  11:20～11:40

老川地区慰霊碑参拝
（旧老川小学校校庭下）

9:20～9:40
―

西畑地区慰霊碑参拝
（西小学校校庭脇）

9:50～10:10
―

総元地区慰霊碑参拝
（部田徳性寺境内）

10:20～10:40

大多喜地区慰霊碑参拝
（夷隅神社境内）

10:50～11:10
―

上瀑地区慰霊碑参拝
（大宮神社下）
 11:20～11:40

（11） 平成26年10月24日広報 おおたき  No.554



８月２９日に夷隅郡市広域市町村圏事務組合において第２回議会定例会が開催されました。
議決の結果については以下のとおりです。

※内容についての問合せ　　夷隅郡市広域市町村圏事務組合　☎０４７０－８６－６６００

　

11
月
9
日
（
日
曜
日
）
か
ら
11
月
15
日
（
土

曜
日
）
ま
で
、
「
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

火
災
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
起

こ
っ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
焚
き
火
の
拡
大
や
、
タ
バ
コ
か
ら
の

出
火
事
例
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
火
の
取

り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

消
防
本
部
で
は
、
火
の
用
心
７
つ
の
ポ
イ
ン

ト
を
作
成
し
、
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。

住
宅
防
火

　い
の
ち
を
守
る

　7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

★
3
つ
の
習
慣
・
4
つ
の
対
策
★

3
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ

た
位
置
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き

は
、
必
ず
火
を
消
す
。

4
つ
の
対
策

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

○
寝
具
や
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災

を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
し
ま
し
ょ

う
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住
宅

用
消
火
器
等
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た

め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
作
り
ま
し
ょ

う
。

問
合
せ

　

夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

　

消
防
本
部　

予
防
課　

☎
80

−

０
１
３
２

　

平
成
25
年
8
月
15
日
に
、
京
都
府
福

知
山
市
の
花
火
大
会
で
発
生
し
た
火
災

で
、
多
数
の
死
傷
者
が
出
た
こ
と
を
教

訓
と
し
て
火
災
予
防
条
例
の
一
部
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

　

改
正
の
内
容
は
、
祭
礼
、
縁
日
、
花

火
大
会
、
展
示
会
そ
の
他
の
多
数
の
人

の
集
合
す
る
催
し
（
イ
ベ
ン
ト
）
で
対

象
火
気
器
具
等
を
使
用
す
る
場
合
は
、

消
火
器
を
準
備
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
っ
た
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
対
象
火
気
器
具
を
使
用
す
る

露
店
、
屋
台
な
ど
を
開
設
す
る
場
合

は
、
届
け
出
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
で

す
。
（
※
対
象
火
気
器
具
等
と
は
、
液

体
・
固
体
・
気
体
燃
料
を
使
用
す
る
器

具
お
よ
び
電
気
を
熱
源
と
す
る
器
具

で
、
コ
ン
ロ
、
発
電
機
、
ス
ト
ー
ブ
な

ど
火
災
の
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
器

具
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
）

　

詳
し
く
は
、
夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。
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せ

　

夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

　

消
防
本
部　

予
防
課　

　

☎
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−

０
１
３
２

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

「
も
う
い
い
か
い 

火
を
消
す
ま
で
は  

ま
あ
だ
だ
よ
」

全
国
統
一
防
火
標
語

火
災
予
防
条
例
の
一
部
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

夷隅郡市広域市町村圏事務組合からのお知らせ

議案番号 件　　　　　名 採決結果

議案第１０号
夷隅郡市広域市町村圏事務組合火災予防条例の一部を改正する条例の制定について

可決消防法施行令の一部改正に伴い、多数の者が集合する催しに際して露店等を開設する
場合に消火器の準備が必要となったことなどから、本条例の一部を改正しました。

議案第１１号
平成２５年度夷隅郡市広域市町村圏事務組合一般会計歳入歳出決算認定について

認定平成２５年度夷隅郡市広域市町村圏事務組合一般会計歳入歳出決算（歳入
2,119,842,033円、歳出2,059,102,024円）を認定しました。

議案第１２号

平成２５年度夷隅郡市広域市町村圏事務組合外房線複線化事業特別会計歳入歳出決算
認定について 認定平成２５年度夷隅郡市広域市町村圏事務組合外房線複線化事業特別会計歳入歳出決算
（歳入186,745,382円、歳出186,729,562円）を認定しました。

議案第１３号
財産の取得について

可決御宿分署の高規格救急自動車の更新を、災害対応特殊救急自動車とし千葉トヨタ自動
車株式会社から購入することにしました。

議案第１４号
監査委員の選任につき同意を求めることについて

同意平成26年5月30日をもって任期満了となった知識経験者選出の監査委員について、
勝浦市渡辺直一氏を選任することに同意しました。

議案第１５号

千葉市ほか１０市１町８一部事務組合消防指令事務協議会規約の一部を改正する規約
の制定に関する協議について 可決千葉市ほか１０市１町８一部事務組合消防指令事務協議会より、協議会規約の一部を
改正することについての協議があり、その協議について議決しました。

お
ち
つ
い
て
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大多喜町地域包括支援センターだより
　～はつらつ支援★ボランティア養成講座を実施しました～

●88

⑧
★読書の秋！親子で絵本を楽しみませんか？★
　子どもの豊かな心を育む絵本。そして絵本は保護者（読み手）と子（聞き手）をつなぐふれあいの時間を作っ
てくれる魔法の道具です。
　読み聞かせは「好きなときに好きなだけ」行うのが、最もよい方法です。夜、寝る前に限らず、食事やおやつ
の後など堅苦しく考えずに、お子さんが１番喜びそうな絵本を選ぶとよいですね。お子さんをひざに抱いて、優
しく語りかけるように読んであげてください。
『言葉が出てきたら、子どもの探究心を刺激しましょう』
　０～１歳代は初めて絵本に触れ合う時期です。「保護者の言葉を聞きながら絵本をながめる　　　　絵と言葉
が結びついていく　　　　言葉を聞いただけで絵が思い浮かぶ」このプロセスを繰り返し行うことで、自然に想
像力も大きく育っていきます。
　いろいろな絵本を見せて、お子さんの知的好奇心を刺激してあげましょう。
　また、同じ本を何度もリクエストされることもありますが、そのような時はお子さ
んの要望にできるだけ答えてあげましょう。お子さんがフレーズやページに何かし
らお気に入りを見つけた証拠です。保護者が疲れている時など、しつこくせがまれ
ると、うんざりしてしまうかもしれませんが、子どもは認められたい気持ちを持って
いるので、自分のお気に入りの本を保護者が読んでくれることで、その気持ちを受け
入れられた嬉しさを感じます。この経験の積み重ねが「相手のために何ができるか」
を考えられることにつながっていきますので、できるだけお子さんの気持ちに寄り添
い、答えてあげるとよいでしょう。
　保護者との時間は子どもにとっての宝物。絵本を読んで、親子のコミュニケーションを楽しんでください
ね。
○問合せ　子育て支援課　☎82-2152　　みつば保育園　☎82-5530　　つぐみの森保育園　☎83-1411

　地域で介護予防に取り組むボランティアを養成する「はつらつ支援★ボランティア養成講座」を今年度
も実施しました。
　この講座では、高齢者の加齢に伴う身体の変化についての講義や、運動・口腔・脳トレなどの介護予防
レクリエーション実技を学びます。
　受講者からは、「人の役に立てる活動を行いたい」「地域での活動が楽しみ」と意欲的な意見が聞か
れ、好評でした。今後の参加者のボランティア活動が楽しみです。
　皆さんも日々の生活を見直し、身近な事から介護予防に取り組んでみてはいかがでしょうか。また、ボ
ランティアの方々が地域で介護予防教室を実施する際は、ぜひ参加してみてください。

レクリエーションのボディジャンケンを
行っている様子

介護予防教室計画グループワークの
様子

○担当　地域包括支援センター（健康福祉課　介護保険係）☎82－2168（内線268）
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( 保健事業予定表 )

11月〜12月

行事名 日　時　 場　所 対　象　者

からだいきいき塾
11/14・27

10:00 ～ 11:30 老人福祉センター

事前に申し込まれている方

12/12・18

うどんＤＥ介護予防！
11/12・19

9:30 ～ 14:00
老人福祉センター
※11/19 のみ中
央公民館12/10・16

認知症予防教室 11/6・13・
20・27  14:00 ～ 15:30 老人福祉センター

☆高齢者の事業☆

行事名 日時　☆受付時間　 場　所 対　象　者

乳幼児相談
11/5

☆ 9:30 ～ 11:30

保健センター

乳幼児とその保護者（対象月の平成 25 年 10 月、平成
26 年 3 月、6 月生まれの方には個別に通知します）

12/3 乳幼児とその保護者（対象月の平成 25 年 11 月、平成
26 年 4 月、7 月生まれの方には個別に通知します）

1 歳 6 か月児健診
12/18

☆ 13:15 ～ 13:45 平成 25 年 5 月 1 日～平成 25 年 6 月 30 日生まれの方

3 歳児健診 ☆ 13:30 ～ 14:00 平成 23 年 5 月 1 日～平成 23 年 6 月 30 日生まれの方

おひさまキッズ
（集団） 11/28

　13:30 ～ 15:30 成長発達で心配のある乳幼児とその保護者
おひさまキッズ
（個別のみ） 12/19

ベビーダンス 11/11 ☆ 9:30 ～ 10:00
　10:00 ～ 11:30

生後 3 ヵ月～ 1 歳前後のお子さんとその保護者（1 週間
前までにお電話にてご予約ください）

赤ちゃん計測会 11/18 　 9:30 ～ 11:30 生後 1・2 か月のお子さんとその保護者（対象者の方に
は個別通知します）

☆子どもの事業☆

行事名 日時　☆受付時間　 場　所 対　象　者

特定保健指導
運動教室 11/10 ☆ 10:00

10:30 ～ 12:00 保健センター 国民健康保険に加入されている方

リズムウォーキング教室Ⅰ
11/5・19

14:00 ～ 15:00 Ｂ＆Ｇ海洋センター 健康づくりに興味のある方
12/3・17

リズムウォーキング教室Ⅱ
11/12・26

12/10・24

おおたきウォーク♪
11/17

☆ 10:00
基幹集落センター

ウォーキングを行ないたい方（4 ～ 5Km 程度歩きます）
※ 雨天中止12/15 農村コミュニティー

センター

ウォーキング教室 11/20 ☆ 8:30 富津公園付近 事前に申し込まれた方（※ 雨天中止）

栄養教室
11/13 9:30 ～ 13:00

中央公民館 事前に申し込みされている方
12/4 9:30 ～ 13:00

老川地区けんこう講座

11/6
10:00 ～ 11:30 筒森もみじ館

老川地区の方
13:30 ～ 15:00 面白区公民館

11/18
10:00 ～ 11:30 大田代改善センター

13:30 ～ 15:00 小沢又青年館

健康づくり教室 火曜日
金曜日

10:00 ～ 11:45
13:15 ～ 17:15

森宮トレーニング
センター おおむね 40 歳～ 74 歳の方

☆大人の事業☆

健康福祉課　保健予防係
 ☎ 82-2168（内線 263 ～ 265）

●申込み・問合せ●  
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さん

さん

　夢は、サッカー選手になって世界一になるこ
とです。そして、日本のみんなに喜んでもらい
たいです。そのために練習を頑張っています。
シュートが決まった時は最高にうれしいです。

　わたしは、しょう来、お医者さんになりたい
です。わたしがけがやびょう気になった時、な
おして元気にしてくれたからです。お医者さん
てすごいなと思いました。

村
むらすぎ

杉　旺
おうが

我
総元小
4年

「世界一になりたい」

福
ふくみ

見　美
み さ

沙
総元小
3年

「お医者さんになりたいな」

♥
細ほ

そ
や谷　

健け
ん
ご吾

ち
ゃ
ん

♥
安あ

ん
ど
う藤　

颯り
く

ち
ゃ
ん

【
３
歳
】（
粟
又
）

【
３
歳
】（
市
川
）

（
正
行
さ
ん
・
陽
子
さ
ん
の
次
男
）

（
友
一
さ
ん
・
し
の
ぶ
さ
ん
の
三
男)

ママから一言 ママから一言

いつも兄ちゃんの後をついて行く健ちゃん。こ
れからも兄弟仲良くね。

いつもみんなを笑顔にしてくれてありがとう。
心のあったかいつよい子に育っていってね。
産まれてきてくれてありがとう。

おめでとう11月生まれ ●誕生日の思い出に（3歳までのお子さん）
●掲載希望者は誕生月の 2カ月前までに御連絡
　ください。　　　　　　　　　☎ 82-2111
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町
長
日
誌
（
9
月
）

　一般の方や福祉関係者を対象に、
お笑い芸人との掛け合いなどを通し
て、おもしろおかしく成年後見制度
の概要や職務を学び、制度の利用促
進を図ります。
日時　11月29日㈯午後1時30分から

午後4時まで
会場　千葉市生涯学習センター（Ｊ

Ｒ千葉駅東口か北口から徒歩8分）
定員　300名（申込先着順）
申込　申込書をＦＡＸかEメールで

送信（定員を超えた場合のみ連絡
します）

締切　11月20日㈭必着
参加費（資料代）　500円
申込書配布場所　各社会福祉協議

≪社会福祉協議会福祉基金≫
石神4番組・6番組子安講一同　様
（石神）　　　　　　　　  4,357円
故鈴木フサ子様御遺族 様（会所）

20,000円
≪広島県大雨災害義援金≫
岩瀬勝司・陽香・友優　様（泉水）
≪東日本大震災義援金≫
鈴木　政雄　様
コレット商事㈲
取締役 岩瀬秀子 お客様254名　様

広報おおたき9月号　
平 成 2 6 年 広 報 お お た き 9 月 号
（NO.552）の13ページ上部に掲載
している「人口減少に対応した施策
検討を早急に」の質問に対する答
えにおいて「2014年」とあるのは
「2040年」の誤りでした。
　お詫びして、訂正いたします。
合併60周年記念誌
平成26年9月に発刊しました合併60
周年記念誌　別冊　資料編5ページ
に掲載している「基礎年金受給件
数・給付額」の平成24年度の「遺族
基礎年金」の給付額（金額単位：千
円）において「110,141」とあるの
は「11,141」の誤りでした。
　お詫びして、訂正いたします。

　犯罪被害者の実情や被害者支援の
重要性について考えるため、基調講
演等を次のとおり開催します。
日時　12月7日㈰　午後1時から午後

4時まで
場所　千葉県教育会館大ホール　
主催　千葉県・（公社）千葉犯罪被

害者支援センター
参加費　無料
内容　基調講演　井上保孝氏・郁美

氏（東名高速酒酔いトラック事故
被害者遺族）

　千葉県警察音楽隊コンサート
申込み・問合せ　千葉県環境生活部

生活安全課　☎043−223−2333

　狩猟期間は11月15日㈯から2月15
日㈯までです。
　狩猟者はマナーを守り、安全な狩
猟に努めてください。期間中、山林
に立ち入る方は、目立つ服装や、ラ
ジオを携帯するなど、事故防止にご
協力をお願いします。
問合せ　夷隅地域振興事務所　地

域環境保全課　☎82−2451

成年後見制度研修会

善意の心をありがとうございます

お詫びと訂正

  地域防災力向上セミナー（千葉会場）
（地域・学校防災教育セミナー）

山武長生夷隅地域リハビリテー
ション広域支援センター　講演会

1
日 

3
日

4
日

9
日
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法
要

　地域の防災力の向上をはかるた
め、防災に関する講演や先進的な防
災教育の事例報告などを行います。
日時　11月19日㈬11時から16時10分

まで
会場　千葉市文化センター　アート

ホール（千葉市中央区中央2−5−
1）

定員　493人（申込先着順）
申込方法 「地域防災力向上セミ

ナー（千葉会場）」と明記の上、
郵便番号、住所、氏名、電話番号
を書いて郵送、ファクスまたはＥ
メール

受付期間　10月1日㈬から11月7日㈮
まで（消印有効）

申込先　〒260−8667（住所記載不
要）県防災政策課

　 ☎ 0 4 3 − 2 2 3 − 2 1 7 6 　 Ｆ Ａ Ｘ
0 4 3 − 2 2 2 − 5 2 0 8 　 Ｅ メ ー
ル  bousai-ev@mz.pref.chiba.
l g . j p　ホームページ ht tp : / /
www.pref.chiba.lg.jp/bousaik/
event/2014/20141119.html

日時　12月20日㈯午後1時から午後2
時30分まで（午後0時30分開場）

場所　茂原市民会館
　　※会場へのお問い合わせはご遠

慮ください。
テーマ　リハビリテーション栄養と

サルコペニア
講師　若林　秀隆先生（横浜市立大

学医学部付属病院　市民総合医療
センター　リハビリテーション科
助教）

座長　阿部　恭久先生（公立長生病
院　副院長）

参加費　無料
申込方法　氏名と居住市町村名をご

記入の上、FAXにてお申し込み
ください。空席があれば当日受付
も可能ですが、事前にお申し込み
ください。

FAX　0475−34−3945（公立長生
病院　リハビリテーション科）

平成26年度犯罪被害者週間
「千葉県民のつどい」

【狩猟期間が始まります】

会、各市町村（千葉県社会福祉協議
会、千葉市社会福祉協議会、千葉司
法書士会、千葉県社会福祉士会のＨ
Ｐからもダウンロードできます。）

申込・問合せ　〒260−8508 千葉市
中央区千葉港4-3　千葉県社会福
祉協議会千葉県後見支援センター
☎043−204−6012　ＦＡＸ043
−204−6013　Eメール smile@
chibakensyakyo.com
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古物免許番号　第471022100151号

　更生保護女性会は、女性の立場か
ら地域の防犯や、犯罪や非行に走っ
てしまった人たちの立ち直りに協力
し、犯罪のない明るい社会の実現を
目的として活動しています。
　活動の趣旨に賛同し、参加して
くださる女性をお待ちしていま
す。
問合せ　大多喜町更生保

護女性会　黒川　☎85
−0935

　楽しい地域イベントを一緒に作り
ましょう！
　何でもかまいません。楽しみなが
ら、自分にできる事でお手伝いをお
願いいたします。まずは、自分が楽
しいと思うことから始めましょう。
活動内容　「養老渓谷音楽祭」「老

川・縁日祭」その他、イベントの
企画、運営、管理

問合せ
　☎080−2677−4649 小泉まで

資格　社会参加意欲のある千葉県在
住の55歳以上の方

募集期間　11月10日㈪から12月26日
㈮まで

願書配布　生涯大学校各学園、各市
町村高齢者福祉担当課、各地域振
興事務所、各健康福祉センター
（各保健所）、県高齢者福祉課

※郵送希望者は、140円切手を貼付
した返信用封筒（角2）を同封し
下記へ郵送してください。

　なお、県ホームページからも入手
できます。

願書提出、問合せ　千葉県生涯大学
校事務局　〒260−0801 千葉市中
央区仁戸名町666−2 ☎043−266
−4705

 『竹かご教室（応用編）』
日時　11月8日㈯・9日㈰
　　　午前9時30分から午後3時まで
内容　竹かご作りの経験がある方を

対象として、編上げ技術の向上を
目的として実施します。

大多喜町更生保護女性会
会員募集中

楽しいふるさと創る会

平成27年度
千葉県生涯大学校入学生募集

11月県民の森行事予定

住宅リフォーム講習会及び相談
会・わが家の耐震相談会の開催

　千葉県では、ちば安心住宅リ
フォーム推進協議会と連携して、建
築士による木造住宅の耐震化や住宅
リフォームに関する個別相談会及び
講習会を開催いたします。
日時　11月8日㈯
相談会　午前10時から
講習会　午後1時30分から
場所　夷隅教育会館
定員　相談会10組：講習会50名
　（ともに申込先着順）
費用　無料
申込み・問合せ
【住宅リフォーム講習会及び相談会】

ちば安心住宅
リフォーム推
進協議会事務
局 　 ☎ 0 4 3 −
224−1640
【わが家の耐
震相談会】
千葉県建築指
導課　☎043−
223−3186

募集人員　15名
参加費　2,000円
　『竹の作品展』
日時　11月22日㈯から12月7日㈰

まで　午前9時から午後4時まで
内容　千葉県内にて伝統的な竹細工

を手掛ける著名な方々の作品を展
示します。

展示場所
　県民の森研修館（見学無料）
問合せ　大多喜県民の森管理事務所

　☎82−3110
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　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告において全額が社会保険料控除の対象となります。その年の1月1日か
ら12月31日までに納付した保険料が対象です。
　この社会保険料控除を受けるためには、納付したことを証明する書類の添付が義務付けられています。このため、
平成26年1月1日から9月30日までの間に国民年金保険料を納付された方については、「社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書」が11月上旬に日本年金機構から送付されますので、年末調整や確定申告の際には必ずこの証明書（また
は領収証書）を添付してください。
　また、平成26年10月から12月31日までの間に、今年はじめて国民年金保険料を納付された方については、翌年の2月
上旬に送付されます。
　なお、ご家族の国民年金保険料を納付された場合も、ご本人の社会保険料控除に加えることができますので、ご家
族あてに送られた控除証明書を添付のうえ、申告してください。
○問合せ　
　ねんきん定期便・ねんきんネット等専用ダイヤル
　☎0570−058−555（ナビダイヤル）
　050から始まる電話でおかけになる場合は03−6700−1144

4日・10日・17日・
23日・24日・28日
 （図書整理日）

町立図書館
天賞文庫だより
☎82−2459

平成26年社会保険料控除証明書は
11月上旬に送付されます

天の梯
高田 　郁　著

　料理人として自らの行く末に決
意を固めた澪。一方で、吉原のあ
さひ太夫こと幼馴染みの野江の身
請けについて懊悩する日々。四千
両を捻出し、野江を身請けするこ
とは叶うのか。シリーズ完結。

おはなし会 ▶ 11月16日（日）午前10時30分から　大多喜図書館

11月の休館日
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・銀翼のイカロス
池井戸　潤　著

・雨の狩人　　　　　 
 大沢　在昌　著

・修羅走る　関ヶ原
山本　兼一　著

・春の庭
 柴崎　友香　著

・破門
黒川　博行　著
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慶　弔 (9月届 )

転出入 (9月届 )

1 土

2 日

3 月 産業フェアー　9：00～　道の駅「たけゆらの里おおたき」
第30回大多喜町文化祭　9:30～　中央公民館

4 火 出前保育　10:00～　ふれあいセンター
心配ごと相談(日常生活上の相談）　9:00～12:00　福祉センター （ペット）

5 水 リズムウォーキング教室　14：00～　海洋センター （可燃）

6 木 ヨガ教室　19:00～20:00　中央公民館 （紙類）

7 金 （可燃）

8 土
ジュニアスポーツ・キンボール教室　9:00～　海洋センター
城西国際大学公開講座「血液から見た体のしくみ」　13:30～　城西国
際大学薬草園

9 日 大多喜町防災訓練　9:00～　西小学校 （休日受付）

10 月 （可燃）

11 火 あかちゃんトット　9:30～　保健センター （ペット）

12 水 リズムウォーキング教室　14：00～　海洋センター （可燃）

13 木 ひまわり会　農村コミュニティーセンター
ヨガ教室　19:00～20:00　中央公民館 （缶類）

14 金 歴史講座　19:00～20:00　中央公民館 （可燃）

15 土

16 日 おはなし会　10：30～　図書館
子ども習字教室　10:00～　中央公民館

17 月 心配ごと相談（日常生活相談、結婚相談、人権相談、行政相談）
10:00～15:00　福祉センター （可燃）

18 火 出前保育　10:00～　味の研修館
小・中学校音楽鑑賞教室　13:30～　中央公民館 （不燃）

19 水 リズムウォーキング教室　14：00～　海洋センター
おもいやりの会（老川・西畑地区）　福祉センター （可燃）

20 木 ヨガ教室　19:00～20:00　中央公民館 （びん）

21 金 ぬくもり給食会　福祉センター （可燃）

22 土 ジュニアスポーツ・キンボール教室　9:00～　海洋センター

23 日 夷隅郡市壮年野球大会　8：30～　海洋センター野球場
紅葉まつり　10：00～　養老渓谷観光センターほか

（農機具
受付）

24 月

25 火
トットくらぶ　9:30～　みつば保育園　つぐみの森保育園
心配ごと相談(日常生活上の相談）　9:00～12:00　福祉センター
農業委員会　14：00～　大会議室

（ペット）

26 水 リズムウォーキング教室　14：00～　海洋センター (可燃）

27 木 ヨガ教室　19:00～20:00　中央公民館 （紙類）

28 金 （可燃）

29 土 城西国際大学公開講座「がんと抗がん剤のおはなし」13:30～　城西国
際大学薬草園

30 日
子ども習字教室　10:00～　中央公民館
町民カレッジ「消費者自立支援講座」　13：30～　中央公民館
千葉県Ｂ＆Ｇ海洋センター親善バレーボール大会　9：00～　香取市小
見川Ｂ＆Ｇ海洋センター

交通事故発生状況

人口と世帯

11月 霜
しも

月
つき
November

平成 26 年 10 月 1 日現在
人　口  9,989 人 （−1）

男 4,875 人 （−4）
女 5,114 人 （＋3）

世帯数 3,909 世帯 （−5）
（　）は、前月比

9 月中（人身事故件数）
発生件数   4 件 （40）
死 者 数  0 人 （ 0）
傷 者 数  6 人 （60）

（　）は、1 月からの累計

出　生 4 人
死　亡 9 人

転　入 14 人
転　出 10 人

火災件数 0 件 （ 7）
救急件数 43 件 （387）

内訳
4 件 （ 42）

26 件 （215）
13 件 （130）

（　）は、1 月からの累計

交通事故
急　　病
そ  の  他

ごみ収集日：可燃⇒可燃ゴミ、紙類⇒新聞紙・雑誌・ダンボール等、缶類⇒スチール・アルミ・一斗缶等、
　　　　　　ペット⇒ペットボトル・食用廃油・プラマーク製品、不燃⇒その他不燃ゴミ（ガラス・金属・ポリ容器等）
　　　　　　びん⇒飲用できるびん

こども急病電話相談　毎日夜間　午後７時～１０時 　☎＃８０００（ダイヤル回線からは０４３－２４２－９９３９）こども急病電話相談　毎日夜間　午後７時～１０時 　☎＃８０００（ダイヤル回線からは０４３－２４２－９９３９）

《夜間・日曜・祝日など》

夷隅郡市広域市町村圏
事務組合消防本部
☎８０－０１１９

◇当番医の紹介◇

おおたき119 (9 月中)
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まちづくり提言事業採択団体の活動を紹介します

ギ
ャ
ラ
リ
ー

【皿】
大多喜町陶芸クラブ
佐藤　貴代子さん（勝浦市）

【マリーナ】
大多喜写真同好会
大久保　幸雄さん（三又）

　今年度、町で募集をした「まちづくり提言事業」に採択された3団体の活動状況を全3回

に分けて紹介します。

　2回目となる今回紹介する団体は、夷隅ライオンズクラブのみなさんです。

　私たち夷隅ライオンズクラブは1993年に国際本部

より認可され、地元への奉仕活動を目的として立ち上げ

られたクラブです。

　現在は24名の会員で献血推進運動をしたり、青少年

健全育成運動の一環として毎年2月に夷隅郡市内の小学生

から高校生を対象とした剣道大会を開催しています。

　また、当クラブでは「愛のキューピット委員会」という会があり、これまでに数組

のカップル誕生のお手伝いをさせていただきました。

　この度、大多喜町まちづくり提言事業として当クラブが主催する結婚活動支援事業

が採択されたことを受け、12月21日に「クリスマス出会いのパーティー」を開催する

こととなりました。

　現在、12月5日まで参加者を広く公募しています

ので、奮ってご応募いただきますようお願い申し

上げます。

夷隅ライオンズクラブ　会長　平林　昇

☎82−2611
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